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湯通り

※悪天候によ
り開催しない

場合がありま
す。

※電柱埋設化
工事の関係で

開催場所が変
更になる可能

性があります
。

野沢温泉　朝
市

0269-85-2692

野沢温泉朝市
実行委員会

（野沢温泉商
工会内）

お問い合わせ

5:30〜8:00車両進入禁止

新規出店者を
随時募集して

おります。不
定期・お試し

出店あり！お
気軽にご相談

ください。

大湯

中央ターミナ
ル

至
飯山

横落駐車場

大湯

通り

松葉の湯

丸見屋商店

横落の湯

のざわ温泉交
通

5月
６月

７月

８月
９月

１０月

月〜

 
 
 
月【毎週
日曜日

 
特定日】

朝　市
野　沢　温　

泉

２０２６

主催：野沢温
泉朝市実行委

員会　後援：
野沢温泉村・

野沢温泉商工
会・野沢温泉

マウンテンリ
ゾート観光局

5 10
と

５月～10月の日曜朝、村の大
湯通りで開催される名物市で
す。採れたての野菜や伝統の
野沢菜漬け、工芸品等が並び
ます。地元の方との会話を楽
しみながらの散策は、湯上が
りに最高の贅沢。野沢温泉の温
かさと旬の味覚が詰まった朝の
風物詩です。（野沢温泉商工会）

野沢温泉朝市
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商
工
連
は
３
月
26
日
（
木
）
長
野
市
「
ホ
テ
ル
国
際
21
」
で

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
阿
部
知
事
を
は
じ
め
来
賓
ご
臨
席
の
も

と
県
下
商
工
会
長
な
ど
関
係
者
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
間
瀬
会
長
か
ら
、
物
価
上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

止
ま
り
、
人
手
不
足
や
賃
上
げ
の
対
応
な
ど
で
経
営
が
難
し
い

中
小
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
計
画
の
策
定
支
援
や
事

業
継
承
、
創
業
支
援
な
ど
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
経

営
支
援
の
充
実
を
は
じ
め
と
し
て
、
販
路
開
拓
支
援
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
地
域
産
業
の
持
続
的
な
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
支
援
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
職
員
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
新
人
事
制
度
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
む
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
提
出
し
た
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
阿
部
知
事
か
ら
中
東
情
勢
へ
の
対
応
と
経
済
対

策
の
検
討
、
企
業
支
援
を
軸
と
し
た
産
業
振
興
の
重
要
性
が
述

べ
ら
れ
た
う
え
で
、

こ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え

よ
う
と
い
う
思
い

を
共
有
し
な
が
ら
、

元
気
な
産
業
、
元

気
な
日
本
づ
く
り

に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

来賓祝辞を述べる阿部知事

―
伴
走
型
経
営
支
援
の

�

一層
充
実
を
―

【商工会】� 令和8年４月１日付
商工会名 職　名 氏　名 前商工会等
臼田町 補助員 竹内　陽子 臼田町・記帳指導職員
小海町 補助員（研修職員） 宮沢　祐希 新規
軽井沢町 経営指導員 武田　雅史 商工連・補助員
上田市 経営指導員 大拔　恵理子 上田市・補助員
長和町 事務局長 上條　研一 新規
伊那市 経営指導員 伊藤　岳史 宮田村
辰野町 事務局長 福田　幸子 新規
箕輪町 経営指導員 花岡　のぞみ 木曽町
中川村 経営指導員 矢澤　哲也 商工連・広域専門経営支援員
宮田村 補助員 清水　理恵 箕輪町
高森町 事務局長 中塚　英幸 新規
高森町 経営指導員 松本　菜々 泰阜村
高森町 経営指導員 座光寺　真人 新規
高森町 補助員 小池　智美 新規
喬木村 補助員 井澤　美咲 喬木村・一般職員（臨）
豊丘村 事務局長 竹村　敏典 高森町
阿智村 経営指導員 宮地　創太 長野市・補助員
泰阜村 補助員 本島　清次 高森町
木曽町 経営指導員 中斎　洋一 筑北村
木曽町 経営指導員 宮田　陽平 新規
木祖村 事務局長 山口　一幸 木祖村・経営指導員（再）
安曇野市 経営指導員 海野　真代 商工連・補助員
筑北村 経営指導員 師岡　和弘 商工連・専門経営指導員
美麻 経営指導員 西村　和幸 信州新町
池田町 経営指導員 竹川　万博 白馬
白馬 経営指導員 宮澤　忍 高山村
白馬 経営指導員 島岡　哲也 軽井沢町
長野市 事務局次長 佐野　道郎 商工連・スーパーバイザー
長野市 経営指導員 齋藤　栄子 長野市・補助員
長野市 経営指導員 飯島　夏菜 商工連・指導員研修生
小川村 補助員 西　知恵 長野市
高山村 経営指導員 野池　進一 飯綱町
飯綱町 補助員 小布施　すみれ 商工連
【商工連】
商工会名 職　名 氏　名 前商工会等
商工連 経営支援課長 鳴澤　力 広域経営支援推進室長
商工連 組織支援課長・東信支所長兼センター長 青木　隆典 経営支援課長
商工連 経営支援課・主査 横川　豪 池田町・経営指導員
商工連 組織支援課兼東北信支所・主査 岡嶋　豊 木曽町・経営指導員
商工連 経営支援課・広域専門経営支援員 大平　晃資 中川村・経営指導員
商工連 組織支援課兼東北信支所・主事 赤尾　政樹 新規
商工連 総務人事課・主事 清水　なつき 新規
商工連 経営支援課・主事 宮島　麻由子 新規
商工連 経営支援課・主事 堀内　明良 新規
商工連 組織支援課兼東北信支所・主事 宮城　旭 新規

商工会・商工連　人事異動のお知らせ（補助対象職員及び事務局長）

○
旭
日
単
光
章

	

令
和
７
年
秋　

清
水
初
太
郎
（
前
東
御
市
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

○
黄
　
綬
　
褒
　
章

	

令
和
７
年
春　

高
村　

秋
光
（
前
戸
倉
上
山
田
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

○
長
野
県
知
事
表
彰

	

令
和
７
年　
　

浦
野　

喜
芳
（
立
科
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

	

　
　

〃　
　
　

手
塚　

清
春
（
信
州
新
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

	

　
　

〃　
　
　

檀
原　

隆
宣
（
辰
野
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

	

　
　

〃　
　
　

半
坂　

純
孝
（
大
桑
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

	

　
　

〃　
　
　

小
林　

一
吉
（
佐
久
穂
町
商
工
会
長
）

	

　
　

〃　
　
　

山
田　
　

弘
（
上
松
町
商
工
会
長
）

	

　
　

〃　
　
　

金
澤　

明
美
（
前
軽
井
沢
町
商
工
会
長
）

	

　
　

〃　
　
　

木
島　

徳
行
（
前
真
田
町
商
工
会
長
）

顕　　彰（順不同・敬称略）

　長年の商工業振興、商工会運営に対し
て叙勲・褒章・県知事表彰を受章された
方々の功績を称え、顕彰が行われました。
顕彰された方々は次のとおりです。

商
工
連
臨
時
総
会
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DXワンポイントコラム（第13回）

　

最
近
、「
人
手
が
足
り
な
い
」「
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
が
上
が
っ
て
大
変
」「
制
度
が
次
々
変
わ
っ
て

つ
い
て
い
け
な
い
…
」
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

ん
な
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
の
が
、「
事
業

環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
」
で
す
。

　

本
事
業
は
、
事
業
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る

様
々
な
課
題
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
に
向
け
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
を

続
け
て
い
く
た
め
の
「
次
の
一
手
」
を
考
え
る
、
心

強
い
味
方
で
す
。

　

利
用
方
法
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。

　

ま
ず
は
商
工
会
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
経
営
の

悩
み
を
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
事
業

者
向
け
講
習
会
で
最
新
の
情
報
を
入
手
し
た
り
、
個

別
相
談
会
で
あ
な
た
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
専
門
家
派
遣
も
お

す
す
め
で
す
。
現
場
に
寄

り
添
っ
た
実
践
的
な
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
応
で
き
る
テ
ー
マ
も

幅
広
く
、
賃
金
・
最
低
賃

金
引
上
げ
、
人
手
不
足
や
省
力
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
・
物
価
高
騰
と
い
っ
た
身
近
な
課
題
か
ら
、
米
国

関
税
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳

簿
保
存
法
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
相
談
し
て
い
い
の
か
な
？
」
と
思

う
内
容
こ
そ
大
歓
迎
で
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
一
歩
。
商
工
会
と
一
緒
に
、
事
業
収
益
ア
ッ

プ
と
安
定
経
営
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

事
業
環
境
の
変
化
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
商
工
会
と一緒
に
乗
り
越
え
ま
せ
ん
か
？

期待する変化や成果

協賛企業 募集中！
長野県PRキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ

50年振りに長野県で開催される、日本最大のスポーツの祭典に向けて、
ご支援いただける協賛企業・団体を募集しています

協賛企業・団体

信州やまなみ
国スポ・全障スポ

特典 協賛

●イメージアップ●知名度向上
●社会貢献 ●販売促進効果

使途 ●
協賛金 大会広報活動等

開催経費に活用

物品等 大会開催準備
及び運営に活用

制度の概要 お問合せ先

●国スポ冬季大会-----------
2028年１月～2月

●全障スポ-------------------------------------
2028年10月21日～23日

信州やまなみ国スポ・全障スポ
実行委員会事務局

TEL: 026-235-7234
MAIL:kikaku2028@pref.nagano.lg.jp

企業協賛制度の詳細は
大会ウェブサイトでもご覧いただけます

大会ウェブサイトは
こちらからアクセスできます→

●国スポ本大会---------------------------
2028年10月1日～11日 
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●国スポ冬季大会　2028年１月～2月
●国スポ本大会　　2028年10月1日～11日 
●全障スポ　　　　2028年10月21日～23日
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伝統の味を未来に紡ぐ。
生坂村「かついえおやき店」の
新たな挑戦
かついえおやき店　

　　  県女性連「レディースフォーラム2025」
　　  ～阿部知事による講演会及び意見交換を開催～

　　  青年部４ブロック交流会開催

　県女性連は１月30日（金）、長野市「ホテル犀北館」にお
いて「レディースフォーラム2025」を開催しました。県内
各地から女性部員111名をはじめ、多くの方にご参加いた
だきました。

　今年度は、長野県知事阿部守一
氏を講師に迎え、「みんなでつく
る2050年のNAGANO ～人口問題
に向き合い、具体的な行動へ～」
と題した基調講演が行われました。
講演では、人口減少が進む社会の
現状を踏まえ、長野県が目指す将
来像や人口問題に対応するための
県の施策について、具体的なデー

タを交えながら分かりやすくご説明いただきました。
　阿部知事は、人口減少は単なる人数の減少にとどまら
ず、産業の担い手不足や地域インフラの維持など、社会
全体に大きな影響を及ぼす課題であると指摘し、これま
での「成長」を前提とした社会システムから成熟社会への
価値観のシフト・分権型社会への転換が必要であると強
調されました。また、人口減少
社会を乗り越える鍵としてジェ
ンダー平等の重要性に触れ、特
に経済活動の中心である商工業
の世界では、女性たちの能力と
視点が十分に活かされていない
現状があることから人手不足対
策の観点でも女性が活躍できる
環境を整備する必要性を述べら

れました。
　後半の意見交換では阿部知事のほか、小松県女性連会
長ら３名が登壇し活発な意見交換が行われました。「女
性起業家・女性経営者の活躍躍進」、「地域の魅力づくり」、
「女性が活躍しやすい環境」の３つのテーマについて、事
前に実施したアンケート結果をもとに現場の声を踏まえ
て質問をし、知事からは県の取組や市町村・商工会との
連携の重要性が示されるとともに参加者に対して積極的
な提案と行動への期待が述べられる意見交換の場となり
ました。
　また、例年好評の物産展も同時開催し、今回は過去最
多となる10女性部（臼田町、小海町、川上村、南牧村、原
村、辰野町、木曽町、小谷村、坂城町、飯綱町）の出店、
商工会会員事業者の商品や女性部で製作した商品の販売
が行われ会場は大いに賑わいました。
　閉会後は記念撮影を行い、会場を移して情報交換会を
開催しました。立場や地域を越えた交流が生まれ、今後
の女性部活動のさらなる充実に向けた有意義な時間とな
りました。

　県青連は12月18日（木）、塩尻市「ホテル中村屋」におい
て令和７年度の新規事業として始まった「４ブロック交
流会」を開催し、県内各地から43名の青年部員が参加しま
した。前半では各ブロック代表者がセミナー事業、姉妹
商工会との交流、オリジナル商品の企画・商品化など特
色ある取組を発表し、地域ごとの多様な活動が共有され
ました。また後半のグループディスカッションでは、活
動内容や課題について活発な意見交換が行われ、共通課
題として「青年部員の増強」が挙げられました。若手層の
減少や活動の見えにくさ、青年部単体活動の限界などが
指摘され、移住者や創業者へのターゲット拡大、SNSを
活用した広報強化、行政・教育機関との連携、事務局体

制の改善、青年部の価値再定義といった具体策が示され
ました。交流会は互いの理解を深めるとともに、今後の
組織強化に向けた重要な機会となりました。

全体記念写真

基調講演を行う阿部知事

意見交換の様子

県青連４ブロック交流会

青年部

女性部
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私
た
ち
「
か
つ
い
え
お
や
き
店
」
は
、
東

筑
摩
郡
生
坂
村
で
灰
焼
き
お
や
き
を
焼
き
続

け
て
き
ま
し
た
。
囲
炉
裏
の
灰
の
中
で
じ
っ

く
り
火
を
入
れ
る
こ
の
お
や
き
は
、
素
朴
で

す
が
、
村
の
風
土
そ
の
も
の
の
味
だ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
手

仕
事
を
守
り
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
味

を
次
の
世
代
へ
残
せ
る
の
か
―
―
そ
れ
が
長

年
の
課
題
で
し
た
。

　

近
年
は
村
外
か
ら
の
お
客
様
も
増
え
ま
し

た
が
、「
買
っ
て
帰
る
だ
け
」
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
灰
の
香
り
、
焼
き
上
が
る
時
間
、
囲
炉

裏
の
ぬ
く
も
り
。
そ
う
し
た
空
気
ご
と
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
場
所
を
つ
く
り
た
い
。
そ
の
思

い
か
ら
、
令
和
８
年
３
月
に
、
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
新
店
舗
を
開
く
決
断
を

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
焼
き
た
て
を
そ
の
場

で
食
べ
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

観
光
地
で
は
な
く
“
暮
ら
し
の
延
長
に
あ
る

店
”
と
し
て
、
生
坂
村
を
感
じ
て
も
ら
え
る

場
所
に
し
た
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
の
役
目
は
「
続
け
る
こ
と
」

か
ら
「
託
す
こ
と
」
へ
と
変
わ
り
始
め
て
い

ま
す
。
後
継
者
と
し
て
嫁
が
加
わ
り
、
家
族

で
店
を
守
っ
て
い
け
る
形
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
味
は
教
え
る
も
の
で
は
な
く
、
一
緒
に

焼
く
中
で
身
に
つ
く
も
の
。
失
敗
も
経
験
も

共
有
し
な
が
ら
、
私
の
手
の
記
憶
を
次
世
代

へ
渡
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
坂
村
商
工
会
の
皆
さ
ん
に
は
資
金
計
画
、

経
営
計
画
の
段
階
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
、
販

路
の
拡
大
や
S
N
S
を
利
用
し
た
情
報
発
信

に
も
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ

売
上
を
伸
ば
す
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
や
き
を
通
し
て
村
に
人
が
訪
れ
、
誰

か
が
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
。

そ
れ
が
小
さ
な
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

灰
焼
き
お
や
き
は
派
手
な
食
べ
物
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
飽
き
ず
、
暮

ら
し
に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
な
い
味
を
守
り
な
が
ら
、
時
代
に

合
わ
せ
て
伝
え
方
を
変
え
て
い
く
。
新
店
舗
は
、

そ
の
第
一
歩
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
火
を

絶
や
さ
ず
、
家
族
と
地
域
と
と
も
に
、
こ
の

味
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

伝統の味を未来に紡ぐ。
生坂村「かついえおやき店」の
新たな挑戦
かついえおやき店　店主 甲斐澤えり子 

生坂村商工会
〒399-7202　長野県東筑摩郡生坂村大字北陸郷13185
TEL：0263-69-3105
営業時間：午前10：30～午後3：00頃（売切れ次第終了）
定休日：毎週月曜日

完成した新店舗

旧店舗 旧店舗の前で（左）店主、（右）後継者
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御
代
田
町
は
、
雄
大
な
浅
間
山
麓
の
南
麗
に
広
が
り
、
東

は
観
光
地
と
し
て
有
名
な
軽
井
沢
町
、
西
は
懐
古
園
な
ど
歴

史
の
街
と
し
て
名
高
い
小
諸
市
、
そ
し
て
南
は
県
内
有
数
の

都
市
機
能
を
持
つ
佐
久
市
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
、
県

内
で
も
数
少
な
い
人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
の
一
つ
で
す
。
今

回
は
そ
の
御
代
田
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
事
業
と
、
御

代
田
町
商
工
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
み
よ
た
ま
ち
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
に
つ
い
て
】

　

御
代
田
町
内
に
は
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
㈱
や
シ
チ
ズ
ン
マ

シ
ナ
リ
ー
㈱
と
い
っ
た
国
内
有
数
の
企
業
も
あ
り
、
近
年
は

創
業
・
起
業
な
ど
を
目
的
と
し
た
移
住
者
も
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
御
代
田
町
と
し
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
町
内

の
事
業
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、
中
学
生
な
ど
の
若
い
世
代
に

将
来
の
就
職
先
を
決
め
る
際
の
参
考
と
し
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
事

業
を
活
用
し
て
町
内
事
業
所
を
紹
介
し
た
「
み
よ
た
ま
ち
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
町
が
企
画
し
て
御
代
田

町
商
工
会
が
制
作
を
行
い
ま
し
た
が
、
約
５
７
０
事
業
所
に

企
業
情
報
の
提
供
を
呼
び
か
け
、
１
１
４
事
業
所
か
ら
情
報

提
供
を
受
け
て
中
学
生
の
職
場
体
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

盛
り
込
ん
で
６
、５
０
０
部
製
作
し
町
内
各
家
庭
や
中
学
校
な

ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

御
代
田
町
商
工
会
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
員
以
外
の
事
業
所

を
訪
問
し
て
取
材
を
す
る
中
で
新
し
い
発
見
や
出
会
い
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
新
規
会
員
の
増
強
な
ど
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
御
代
田
町
制
施
行
70
周
年
記
念
の
取
組
に
つ
い
て
】

　

御
代
田
町
は
、
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
９
月
30
日
に
旧

御
代
田
村
と
小
沼
村
、
そ
し
て
伍
賀
村
の
三
村
が
合
併
し
て

御
代
田
町
と
な
り
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
町
制
施
行

70
周
年
に
あ
た
り
、
御
代
田
町
と
し
て
も
少
し
で
も
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
記
念

の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
製
作
や
「
み
よ
た
龍
神
ま
つ
り
」
な

ど
町
内
で
行
わ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
実

施
す
る
様
々
な
企
画
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
御

代
田
町
商
工
会
と
し
て

は
、
毎
年
10
月
に
開
催

し
て
い
る
「
み
よ
た
商

工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
70
周
年
記
念
ブ
ー
ス

を
設
置
す
る
な
ど
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
予

定
で
す
。

【
み
よ
た
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

御
代
田
町
商
工
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
み
よ
た
商
工
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
令
和
4
年
に
第
1
回
目
を
開
催
し
て
以
降
今

年
で
第
5
回
目
を
迎
え
、
御
代
田
町
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。
毎
回
出
店
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な

ど
し
て
年
々
企
画
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
飲
食

に
関
す
る
企
画
は
当
日
出
店
で
き
な
い
会
員
の
飲
食
店
の
グ

ル
メ
企
画
な
ど
で
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
は
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
と
し
て
輪
島
朝
市
の
干
物

な
ど
を
販
売
し
、
ど
れ
も
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
近
隣
の
商

業
施
設
へ
の
無
断
駐
車
の
苦
情
や
出
店
場
所
の
問
題
な
ど
、
毎

回
課
題
は
あ
り
ま
す
が
商
工
会
長
の
号
令
の
下
、
役
員
が
一

丸
と
な
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
運
営
に
あ
た
り
、
出
店
者

同
士
の
交
流
会
を
開
催
し
て
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
来

場
者
へ
御
代
田
町
商
工
会
を
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
様
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
ほ
と
ん

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
御
代

田
町
の
郷
土
料
理
「
お
に
か
け

う
ど
ん
」
の
販
売
や
振
舞
い
を

行
っ
て
お
り
、「
商
工
会
と
い

え
ば
お
に
か
け
う
ど
ん
」
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

御
代
田
町
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
各
イ
ベ
ン
ト
で
御
代
田

町
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
お
い
し
い
「
お
に
か
け

う
ど
ん
」を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

御
代
田
町
に
お
け
る

　
「
み
よ
た
ま
ち
企
業
ガ
イ
ド
ブッ
ク
」の
制
作
及
び
、

　
　

町
制
施
行
70
周
年
記
念
の
取
組
と
商
工
会
と
の
関
わ
り

商
工
会
と

商
工
会
の

あ
る
ま
ち
Vol.5

御代田町商工会

みよたまち企業ガイドブック表紙

龍神まつり

商工フェスティバル
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経 “ビジョン経営”で現状を
� 好転させるリスタート

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

M,biz　
前島 登志夫  氏

　

思
う
よ
う
に
売
上
が
伸
び
な
い
、
お
客
様
が
増
え

な
い
、
赤
字
が
続
い
て
い
る
、
運
転
資
金
に
借
入
依

存
が
続
い
て
い
る
・
・
・
改
善
に
苦
慮
、
奮
闘
さ
れ

て
お
ら
れ
る
経
営
者
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
「
ビ

ジ
ョ
ン
経
営
」
で
成
す
リ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

一
般
に
経
営
改
善
は
、
分
析
手
法
を
用
い
て
指
標
、

数
値
に
焦
点
を
当
て
て
取
り
組
み
ま
す
。
売
上
増
、

変
動
費
削
減
、
固
定
費
低
減
な
ど
に
主
眼
を
お
い
て

改
善
策
を
考
え
ま
す
が
、
有
効
な
対
策
に
苦
慮
し
ま

す
。
経
営
活
動
の
結
果
で
あ
る
数
値
の
分
析
か
ら
望

ま
し
い
状
態
に
導
く
改
善
策
を
引
き
出
す
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
識
を
向
け
て
い
た
だ
き
た

い
大
切
な
思
考
と
実
践
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

経
営
の
目
的
は
な
に
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
経

営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
お
客
様
と
の
間
に
顧
客
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
（
お
客
様
の
信
頼
や
愛
着
）
の
関
係
性

が
築
か
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
が
現
状
で
実
現
で
き

て
い
な
い
と
お
客
様
か
ら
選
ば
れ
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
改

革
し
な
け
れ
ば
指
標
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
こ
と
に
着
眼
し
ま
す
。

　

実
現
す
る
経
営
の
姿
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
最
上
位
に

据
え
、
経
営
活
動
の
全
て
を
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
に
行

う
仕
組
み
に
変
え
ま
す
。
実
現
す
る
経
営
の
姿
を
明

確
に
言
語
化
し
た
も
の
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

事
業
経
営
は
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
、
必
ず
社

会
に
容
受
さ
れ
る
価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
価

値
が
お
客
様
に
愛
着
さ
れ
る
姿
を
問
い
言
語
化
し
ビ

ジ
ョ
ン
を
定
め
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
通
軸
に
据
え
た

経
営
に
変
え
る
の
で
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
に
照
ら
し
業
務

遂
行
の
あ
り
方
を
は
じ
め
経
営
全
般
を
問
い
直
し
、

着
眼
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
改
革
に
取
り
組
み
、
実

効
性
の
あ
る
成
果
に
つ
な
げ
ま
す
。
こ
れ
が
経
営
を

立
て
直
し
、
再
出
発
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
経
営

思
考
（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
）」
で
す
。

　

飲
食
業
の
経
営
不
振
か
ら
の
脱
出
、
再
生
に
例
示

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
な
方
法
で
は
、
要
素
還

元
の
手
法
で
個
々
の
要
素
問
題
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

味
の
評
価
、
接
客
レ
ベ
ル
、
メ
ニ
ュ
ー
構
成
・
・
な

ど
個
別
要
因
を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

個
々
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
ま

す
。
で
す
が
、
要
素
問
題
の
一
つ
ひ
と
つ
を
解
決
す

れ
ば
経
営
は
好
転
し
ま
す
か
？
こ
の
店
が
そ
も
そ
も

目
指
し
て
い
る
目
的
は
？
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ

き
食
事
を
楽
し
む
時
間
の
価
値
（
味
・
メ
ニ
ュ
ー
・

接
客
・
店
内
雰
囲
気
・
席
仕
様
・
清
潔
感
な
ど
）
を

ど
の
よ
う
に
提
供
し
た
い
の
か
一
体
的
に
訴
求
で
き

て
い
な
い
と
お
客
様

に
愛
顧
さ
れ
る
店
舗

価
値
は
つ
く
ら
れ
な

い
。
こ
こ
を
起
点
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

店
が
実
現
す
る
真

の
姿
を
言
語
化
し
ビ

ジ
ョ
ン
を
定
め
ま
す
。

店
舗
経
営
の
全
て
を

ビ
ジ
ョ
ン
に
一
体
化

す
る
た
め
に
必
須
の

も
の
で
す
。
定
め
た

ビ
ジ
ョ
ン
に
照
ら
し
、

創
業
以
来
守
り
続
け

て
き
た
、
変
え
て
は

い
け
な
い
価
値
・
お

客
様
が
求
め
る
も
の

に
応
え
て
い
な
い
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
次
い

で
自
店
の
強
み
弱
み
や
市
場
や
競
合
な
ど
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
両
面
か
ら
把
握
し
、
課
題
と
対
策
を
導
き

出
し
ま
す
。
取
り
組
む
内
容
や
、
店
舗
再
生
の
道
筋

が
見
え
て
き
ま
す
か
ら
改
革
の
ゴ
ー
ル
（
成
果
）
を

測
る
重
要
目
標
達
成
指
標
Ｋ
Ｇ
Ｉ
、
達
成
に
向
け
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
測
る
重
要
業
績
評
価
指
標
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
設
定
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
行
動
計
画
」
を

立
て
実
行
し
ま
す
。
結
果
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
融
合
し
た

店
舗
経
営
を
実
現
し
、
お
客
様
が
得
ら
れ
る
利
益
や

満
足
に
よ
り
、
お
客
様
の
信
頼
や
愛
着
の
連
鎖
が
機

能
す
る
よ
う
に
な
り
経
営
は
好
転
、
求
め
る
望
ま
し

い
指
標
達
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
経
営
」
は
全
業
種
に
通
底
す
る
経
営
改

革
実
効
の
真
理
で
す
。

「ビジョン経営思考（フィロソフィ）」
実践プロセス

「ビジョン経営」実践で持続成長へ

ビジョンに照らし現経営の「不易」と「流行」を明らかにする。

実現する経営の姿を言語化し”ビジョン”を定める

▼「ビジョン実現の行動計画」を作成・実行

  貸借対照表・損益計算書の分析（改善課題が表れている指標に焦点）
 ▼重要目標達成指標 KGI を設定
 ▼達成プロセスを可視化する重要業績評価指標 KPI を設定

  明らかにした“不易”と“流行”を軸に「強み」「弱み」や市場や競合から
  「機会」「脅威」を整理・把握
 ▼取り組み課題・ビジョン実現の対策を導き出す。

「不易」（変えてはいけないもの）
▼�自社の存在理由・価値をつ
くっているものはなにか？

「流行」（革新し取り込んでいくもの）
▼�今のお客様が求めるものに
応えているか？
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取 適 法 施 行

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法 �　

本
年
（
令
和
８
年
）
１
月
１
日
か
ら
、
通
称
取
適

法
（
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
従
前
の
下
請
法
よ
り
規
制
が
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
労
務
費
や
原
材
料
費
な
ど
の
急
激
な

上
昇
に
伴
っ
て
、
中
小
企
業
等
の
賃
上
原
資
の
確
保
、

適
切
な
価
格
転
嫁
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

１　
適
用
の
範
囲

　
⑴�

　
物
品
の
製
造
委
託
・
修
理
委
託
・
特
定
運
転

委
託
を
次
の
委
託
事
業
者
が
次
の
中
小
受
託
事

業
者
に
委
託
す
る
場
合
（
下
記
ど
れ
か
に
当
る

場
合
）
に
適
用
さ
れ
る
。

　
　

�

●
資
本
金
１
、０
０
０
万
円
～
３
億
円

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

資
本
金
１
、０
０
０
万
円
以
下
（
含
む
個
人
）

　
　

�

●
資
本
金
３
億
円
超
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

資
本
金
３
億
円
以
下
（
含
む
個
人
）

　
　

�

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
３
０
０
人
超

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
３
０
０
人
以
下

�

（
含
む
個
人
）

　

⑵�

　
情
報
成
果
物
作
成
委
託
・
役
務
提
供
委
託
を

次
の
委
託
事
業
者
が
次
の
中
小
受
託
事
業
者
に

委
託
す
る
場
合（
下
記
の
ど
れ
か
に
当
る
場
合
）

　
　

●�

資
本
金
１
、０
０
０
万
円
～
５
、０
０
０
万
円

以
下

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

資
本
金
１
、０
０
０
万
円
以
下
（
含
む
個
人
）

　
　

●�

資
本
金
５
、０
０
０
万
円
超

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

資
本
金
１
、０
０
０
万
円
以
下
（
含
む
個
人
）

　
　

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
１
０
０
人
超

　
　
　
　
　
　
　
　

㆘

　
　
　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
１
０
０
人
以
下

�

（
含
む
個
人
）

２　
委
託
事
業
者
の
禁
止
行
為

　
⑴�

　
受
領
拒
否

　
　

�　

発
注
し
た
物
品
等
の
受
領
拒
否
。
発
注
取
消
、

納
期
延
長
を
理
由
と
す
る
も
の
も
禁
止
。

　

⑵�

　
代
金
の
支
払
遅
延

　
　

�　

発
注
し
た
物
品
等
の
受
領
日
か
ら
、
60
日
以

内
で
定
め
た
支
払
期
日
ま
で
に
支
払
を
す
る
こ

と
。
満
期
日
が
支
払
期
日
以
降
に
な
る
手
形
の

支
払
は
禁
止
。

　

⑶
　
代
金
の
減
額

　
　

�　

協
賛
金
の
徴
収
、
原
材
料
価
格
の
下
落
等
名

目
、
方
法
等
に
拘
わ
ら
ず
禁
止
。
口
座
へ
の
振

込
手
数
料
の
控
除
も
禁
止
。

　

⑷
　
返
品

　
　

�　

た
だ
し
、
不
良
品
な
ど
の
場
合
は
、
受
領
後

６
か
月
以
内
は
返
品
可
。

　

⑸
　
買
い
た
た
き

　

⑹
　
購
入
・
利
用
の
強
制

　
　

�　

委
託
事
業
者
が
指
定
す
る
製
品
・
原
材
料
の

購
入
、
保
険
・
リ
ー
ス
の
利
用
等
の
強
制
禁
止
。

　

⑺
　
報
復
措
置

　
　

�　

委
託
事
業
者
の
違
反
行
為
を
公
正
取
引
委
員

会
等
に
通
報
し
た
こ
と
を
理
由
に
取
引
停
止
・

数
量
削
減
を
す
る
こ
と
は
禁
止

　

⑻
　
有
償
支
給
原
材
料
等
の
対
価
の
早
期
決
済

　
　

�　

製
造
し
た
物
品
の
支
払
日
よ
り
早
く
原
材
料

等
の
代
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
は
禁
止
。

　

⑼
　
不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請

　
　

�　

協
賛
金
や
従
業
員
派
遣
の
要
請
な
ど
の
経
済

上
の
利
益
を
不
当
に
提
供
さ
せ
る
こ
と
は
禁
止
。

（
例
：
サ
ー
ビ
ス
で
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
を
要

請
）

　

⑽
　
不
当
な
給
付
内
容
の
変
更
・
や
り
直
し

　

⑾
　
協
議
に
応
じ
な
い
一
方
的
な
代
金
決
定

　
　

�　

価
格
協
議
の
申
入
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、

必
要
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
り
し
て
、
一
方
的

に
代
金
の
決
定
を
す
る
こ
と
は
禁
止
。

　
　

弁護士
土屋 準  氏



9 ●商工連ながの R8.5月号

コ
ロ
ナ
禍
で「
ぱ
ん
屋
」を
開
業

　

２
０
２
１
年
７
月
21
日
、
私
た
ち
は
富
士

見
町
に
「
ベ
ー
カ
リ
ー
・
ジ
ャ
ム
」
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
前
業
態
の
飲
食
店
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
共
に
、

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
始
め
た
頃
で
し
た
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
需
要
の
あ
る
「
ベ
ー
カ
リ
ー
」
で

あ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
業
も
飲
食
店
に

比
べ
る
と
リ
ス
ク
は
低
い
の
で
は
な
い
か
？

と
言
う
考
え
の
も
と
、
私
生
活
で
も
子
供
た

ち
の
独
立
を
機
に
業
態
を
ベ
ー
カ
リ
ー
へ
変

更
し
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
は
甘
く
通
用
す
る
は
ず

も
無
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

更
に
拡
大
し
、
ま
た
売
上
も
伸
び
な
い
日
々

が
続
き
ま
し
た
。

　

開
業
に
あ
た
り
当
初
は
天
然
酵
母
を
使
用

し
た
、
ハ
ー
ド
系
の
パ
ン
を
中
心
に
、
自
分

達
の
焼
き
た
い
パ
ン
を
提
供
す
る
事
だ
け
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら
お
客
様

に
来
店
し
て
い
た
だ
け
る
店
に
な
る
の
か
。

土
地
柄
や
年
齢
、
客
層
の
ど
こ
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
置
く
か
。
誰
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
店
に
す
る
か
を
考
え
直
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
作
り
手
側
の
こ
だ
わ
り
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
小
さ
な
お
子
様
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
安
心
し
て
、
毎
日
普
通

に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
「
ふ
か
ふ
か

生
地
」
の
優
し
い
パ
ン
で
し
た
。
そ
の
分
、

小
麦
粉
は
国
産
小
麦
を
は
じ
め
、
出
来
る
だ

け
無
添
加
の
良
い
原
材
料
を
選
び
、
安
全
安

心
の
ふ
か
ふ
か
パ
ン
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

パ
ン
を
焼
い
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
元
々
地
元
民
で
な
い
私
た
ち
は
、

地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
が
薄
く
、
何
か
出

来
る
事
が
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

地
元
の
お
寿
司
屋
「sushi&

BistroD
ining

京
平
」さ
ん
に「
厚
焼
き
玉
子
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
」
を
作
り
た
い
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
何
度
も
試
作
を

重
ね
「
厚
焼
き
玉
子
サ
ン
ド
」
コ
ラ
ボ
パ
ン

が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
見
ま
ち
づ

く
り
ラ
ボ
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
会
い
し
た
、
ス

パ
イ
ス
カ
レ
ーCafé D
an D

an

さ
ん
に
コ

ラ
ボ
カ
レ
ー
パ
ン
を
作
ろ
う
と
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
特
製
キ
ー
マ
カ
レ
ー
の
「
コ
ラ
ボ

カ
レ
ー
パ
ン
」
も
完
成
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
二
つ
の
商
品
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
（
富
士
見
の
日
、O

K
K
O
H

祭
り
）
や
店

の
周
年
祭
な
ど
の
特
別
な
日
に
販
売
し
て
、

お
店
の
宣
伝
の
他
、
地
域
商
店
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

開
業
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
支
え
ら

れ
て
、
色
々
な
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
こ
こ

ま
で
来
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
商
工
会
の
職

員
の
方
々
に
も
、
自
分
だ
け
で
考
え
て
い
て

も
前
に
進
め
な
い
時
に
、
親
身
に
な
っ
て
一

緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
の
よ
ろ
ず
支
援
も
何
度
も

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
経
営
、
商
品
開
発
、

上
席
支
援
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
策
な
ど
様
々
な
分

野
の
専
門
家
の
方
々
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
「
富

士
見
町
の
ぱ
ん
屋
ベ
ー

カ
リ
ー
・
ジ
ャ
ム
」
を

目
指
し
て
美
味
し
い
パ

ン
を
焼
き
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

文
末
に
な
り
ま
す
が
、

富
士
見
町
商
工
会
の
事

務
局
長
を
は
じ
め
職
員

の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

注目 Vol.146

この　に人
藤森 保幸さん
富士見町商工会

ベーカリー・ジャムをよろしくお願いします

ベーカリー・ジャムベーカリー・ジャム

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

住所／諏訪郡富士見町落合10038-3
TEL／0266-78-8816
URL／�https://www.instagram.com/bakery_

jam_fjm/
営業時間／10:00～17:00 売切れにて閉店
定 休 日／月曜日　木曜日

ベーカリー・ジャム

たくさんのぱんの並ぶショーケース

コラボ
キーマカレーパン

コラボ
厚焼き玉子サンド



ひとりでも多くのいのちを救うために
日本赤十字社では、災害救護、救急法等の講習や青少年赤十字など
「人間のいのちと健康、尊厳を守る」ことを使命として活動しています。

赤十字が取り組むさまざまな活動は、皆様からお寄せいただくご寄付（活動資金）によって支えられています。

これからも、いのちを救い続けるため、ご協力をお願いします。

日赤活動資金へのご協力のお願い日赤長野県支部
からのお知らせ

【資料請求・お問い合わせ先】

組織振興課　TEL：026-226-2073

活動資金

寄付者

日本赤十字社が実施する人道的活動へ

長野支部の令和8年度保険料率をお知らせします

※協会けんぽの健康保険料率は各都道府県支部によって異なります。なお、令和8年度の全国平均健康保険料率は
令和7年度の10.0％から0.1％引き下げ9.9％です。（新たな健康保険料率は0.1％引き下げ効果を含んでいます。）
※令和8年4月（5月納付分）より子ども・子育て支援金制度が始まります。
※40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）は健康保険料率と子ども・子育て支援金に介護保険料率が加わります。

健康保険料率 介護保険料率
0.06％引下げ

現行 令和8年3月分から
0.03％引上げ

子ども・子育て支援金
令和8年4月分から新たにスタート

0.23％1.59％ 1.62％
現行 令和8年3月分から

9.69％ 9.63％

友だち募集中
ただいま

保険料率に関するお問い合わせは
【026-238-1250】音声案内4まで

　商工会では、中小企業・小規模事業者が、自然災害や感染症などの緊急事態に備え、被害を最小限に抑えなが
ら事業を継続し、早期復旧を図るための「BCP（事業継続計画）」や「事業継続力強化計画」の策定を支援しています。

～いざという時に備え、日頃からのリスク対策について、ぜひ商工会へご相談ください～
中小企業庁 HP　https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/antei/bousai/keizokuryoku.html

■主な支援メニュー
�専門家の派遣・相談：専門家を無料派遣し、
自社に合った計画策定を個別指導します。
�事業継続力強化計画の認定支援：国の制
度に基づく「事業継続力強化計画」の作
成を支援し、経済産業大臣による認定取
得をサポートします。

■計画策定のメリット
�公的支援での優遇措置：国の認定を受けると、
小規模事業者持続化補助金やものづくり補助
金等の審査で加点措置が受けられます。
資金繰り・税制面での支援：日本政策金融公庫
による低利融資や、設備投資に対する特別償却
などの税制優遇が適用される場合があります。 認定ロゴマーク

県内事業者のＢＣＰ（事業継続計画）策定を支援します！

商工連ながの R8.5月号● 10
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新規ワイナリーのスタート
アップを専門家が伴走支援

　㈱ぶどうやぶは、2020年に誕生した新しいワイナリーで
す。社長の松本氏は、海外でのワイン留学を経て東京から
長野市信州新町へ夫婦で移住し、念願だったぶどう栽培と
ワインづくりをスタートしました。
　2024年には自社ワイナリーが完成し、本格的な生産体制
が整う中、次の事業ステージとして販路開拓やブランドづ
くりが重要な課題となっていました。こうした状況を踏ま
え、信州新町商工会では専門家派遣制度（プロセス・コン
サルテーション事業）を活用し、伴走支援を実施しています。

■アイデアをアウトプットし、具現化をサポート
　専門家には、（一社）長野県観光機構に所属し、ワイン業
界に精通した花岡純也氏を迎え、令和7年2月から支援をス
タート。以降は1～2か月に1回程度のペースで支援を実施し、1年間で計8回行っています。
　初期段階では、ワイン業界全体の構造や県内ワイン産業の状況について共有し、自社の立ち位置を明確化しました。
あわせて、松本社長の想いや描いていたアイデアを丁寧に引き出しながら、価格帯やターゲット層を踏まえたブラ
ンディングの方向性を検討。差別化策として、ジビエ料理に合わせた専用ワインのブレンド比率やマーケティング
方法について、具体的な議論を進めました。
　また、販路開拓の具体策として、地域の関係者と連携したイベントに着目。松本社長と縁のあった地区内の宿泊
施設「さぎり荘」所長・小山氏にも加わっていただき、花岡氏がコーディネーターとなってミーティング形式で検
討を重ね、コラボレーションによる集客・PRイベントの企画・実施から振り返りまで含め、PDCAサイクルを意識
した支援を進めました。

■集客・㏚イベントの成功を後押し
　支援開始から半年後の2025年7月には、さぎり荘を会場に、ご当
地グルメのジンギスカン料理と自社ワインを組み合わせた集客イベ
ントを初開催。続く9月には、県内外への情報発信を目的に、県の
アンテナショップ「銀座NAGANO」でPRイベントを実施し、定員
20名を上回る参加者が集まるなど、いずれも好評を博しました。
　松本社長は取組を振り返り、「とりあえずやってみようと思ってい
たことを、力を合わせて形にすることができた。一歩前に進めた」
と語っています。企画の規模や内容、集客方法について、専門家の
視点から助言を受けながら実行力をつけたことが、成果につながり

ました。
　現在は、1年間の支援を通じ
て蓄積された具体的な手法を土
台に、さらなるブラッシュアッ
プと新たな展開を見据えた支援
2年目に入っています。松本社
長とその仲間たちによる挑戦は
これからも続いていきます。

株式会社ぶどうやぶ
住 所 ：長野市信州新町日原東1276－1　電話 ：090-6268-6942　ホームページ：https://budoyabu.jp/

　長野市信州新
町の日原地区は、
かつて「ぶどう
やぶ」と呼ばれていた地域です。そ
の名を受け継ぎ、この地でワインづ
くりに挑戦されている松本さんの取
組は、地域にとって大変心強く、誇
らしいものだと感じています。
　商工会では、今回のプロセス・コ
ンサルテーションによる専門家支援
に加え、金融や労務など、経営基盤
の強化についても継続的にお手伝い
をしています。㈱ぶどうやぶが、こ
の地域から羽ばたき、多くの人に知
られる存在へと成長していくことは、
地域全体の希望でもあります。これ
からも、松本さんとともに歩みなが
ら、応援を続けていきたいと思います。

  事業所情報

西村主任
経営支援員
よりコメント

特 集 信州新町商工会
主任経営支援員　西村 和幸

松本社長とご家族。自社農園にて

銀座NAGANOでワインとジンギスカン料理
を楽しむPRイベントを開催
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この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、
既加入の契約

が満期になっ
た時、

健康状態に関
係なく原則と

してそれまで
の保

険金額の範囲
内で保障を継

続できる制度
です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10年間
Ⅳ 加入口数　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら
れ、満期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数
に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜20口 � ｜
100万円

40〜46歳 1〜12口 13〜20口

47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円

55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

福利厚生はま
ず「退職金制度」の確立から

特特定定退退職職金金共共済済制制度度
【【新新企企業業年年金金保保険険】】

・掛金 １人１口 1,000円～（上限30,000円まで）

・中小企業退職金制度や企業年金との重複加入できます

商工会に加入している事業所（事業主）であれば、
どなたでも従業員を加入させることができます！

・掛金は必要経費として計上できます

商工貯蓄共済・会員福祉共済とあわせてご検討ください！
各種共済のお問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで


